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7月のスケジュール

7月11日（土）・12日（日）スタディツアー準備会

7月16日（木）10:00〜16:00 ACEFボランティアデー②

7月18日（土）19:15〜　尊厳カフェ　20:00〜Youthミーティング

7月24日（金）20:00-21:00　ライシャワー学園からお話を聞く会

（ACEF X SCF尊厳チーム企画）

１

「初めまして！青山学院大学総合文化政策学部の2年生、佐藤楓です。サー

ビスラーニングを通して、青学初等部の子どもたちへバングラデシュに関す

る授業してまいりました。その中で、自身のバングラデシュに対する潜在的

イメージや、固定概念が覆るような新たな発見をたくさんいたしました。ま

た、国について調べていく中で、現地に行き、実際に目で見て肌で触れて感

覚を元にして知ることが何よりも深い国際理解に繋がるのではないかと考

え、ACEF主催の今夏のスタディツアーにも参加することにしました。サービ

スラーニングの授業ならびにスタディツアーの経験を自分の学びに活かした

いと強く感じました。」（青山学院大学2年、佐藤楓さん）　

①6月28日と7月5日に南三鷹教会にて子ども向け尊厳プログラム

を実施しました！

昨年11月より企画を進めてきた子ども向け尊厳プログラム。コン

セプトから資料集め、教会学校の先生方との打ち合わせや、リハー

サルなど半年以上の準備を経て、ACEFユースの尊厳チームの企画

を実施しました。大人でも難しく感じる尊厳について、どうやった

ら子どもに伝えることができるか試行錯誤を重ね、本番では絵本

「たいせつなきみ」（マックス・ルケード著）や、ひつじのクラフ

トを用意し共に学ぶ時となりました。南三鷹教会の皆さん、ありが

とうございました！

「私はSL活動で、バングラデシュへの新たな教育支援の提案に取り組みました。ACEFやBDPの活動を調

査し、教育支援の現状や課題について考察しました。その中で、教員免許を持たない教員が多いことに

着目し、BDP独自の教員研修制度を提供できないかと考察しました。特に、クラウドファンディングな

どによって設置された図書室に焦点を当て、既存の教育資源を活用して学習環境を向上させる方法を検

討しました。そして図書室教育の意義をBDPスクールに伝えるワークショップの提案をしました。活動

を通して、支援とは知識や資源を提供することではなく、現地の人々と共に課題を考え、学び合う関係

性を築くことが重要であると学びました。」（国際基督教大学教養学部2年、大久保結さん）

青山学院大学サービスラーニング

国際基督教大学サービスラーニング



＜今後の計画・予定＞

＜ACEF事務局からのお知らせ＞

２２3

① 7月18日（土）19:15〜　尊厳Cafe
6月の尊厳カフェでは、先月に引き続き「障がいは感動の対象ではない」というメッセージで有名なスピー
チを題材に、さらに掘り下げて参加者の皆さんとー緒に「尊厳」について考えました。たくさんの気づき
が生まれる時間となりました。次回は、子ども向け尊厳プログラムの活動報告会を実施します。初めての
方も大歓迎です。ぜひお気軽にご参加ください!
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ACEF公式SNSはココからフォロー
https://linktr.ee/acef.ngo

（特活）アジアキリスト教教育基金 (ACEF)
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田2-3-18 日本キリスト教会館26号室
tel 03-3208-1925 ◇ fax 03-6278-9180 ◇ https://acef.or.jp/
※事務局にスタッフ不在の場合もありますので、その場合は留守電にご用件を残していただればと思います。後日早めに
事務局からご連絡いたします。メールニュースについてのご意見や配信停止はpublic@acef.or.jpまで（担当：出立）

大学生へのスタディツアー
参加費補助を大募集中！

① 7月11日と12日のスタディツアー　一泊準備会に向けて
7月のスタディツアー準備会には、引率を含め参加する16名が集まり、戸山サンライズで初顔合わせをし
て、ツアーに向けての準備を行います。今回は大学生が4名参加しますが、皆アルバイトを増やしたりしな
がら、38万5,000円の旅費を確保しようとがんばっています。今年度皆さまにご協力をお願いしている「ユ
ース活動指定寄付」から、大学生を対象に参加費の一部補助をしたいと思っています。引き続き、より多く
の皆さまからのご協力をお願い申し上げます。

② 7月18日（土）20:00〜 Youthミーティング
7月のユースミーティングでは、ACEFの副理事長であり、東洋英和女学院中高等部副部長の野村正宣先生
をお迎えします！参加をご希望の方は、ACEF事務局またはACEFの公式SNSへお気軽にご連絡ください。〜
2026年のACEF Youthミーティングの日程 〜7月18日(土)、（8月はスタディツアーのためお休み）9月19
日(土)、10月10日(土)、11月14日(土)、12月5日(土)〜

「学校へ行くこと」と「学び続けること」－BDPインタビューから見えたバングラデシュの教育現場－
 私は、サービスラーニングの授業の一環として、ACEFのパートナー団体である
BDPのスタッフの方にオンラインでインタビューを行った。テーマはバングラデ
シュにおける近年の教育政策である。事前調査では、バングラデシュにおける教
育の課題として、伝統的なジェンダー規範による女子教育の遅れや、労働のため
に進学をあきらめてしまうといったことが挙げられていた。一方で、公立の学校
に向けた学校給食や奨学金、また無償の教科書提供といった公的な支援があるこ

とを知った。そこで私は、「公的な支援は実際に現場でどう受け止められているのだろうか」という
問いを立てて、教育現場の現状について話を伺った。そして実際に話を聞く中で、私の関心は「学校
へ入ること」への支援から、「学び続けること」への支援へと変化した。
　インタビューでは、事前調査で確認していた公的支援制度の一部が、実際に運用されていることが
分かった。まず、学校給食について、公立学校や支援対象校(MPO)では、小学校向けに給食として卵
やパン、バナナなどが提供されているという説明があった。一方で、その他の学校では給食制度が実
施されていない場合もあり、支援の対象には違いがみられた。また、BDPでは独自の取り組みとしてサ
ツマイモの栽培を行っており、子どもたちは栽培から収穫までの過程に参加しているという。栄養面
だけでなく、子どもたちが栽培から収穫までの過程に参加できることにも意義があるという説明があ
った。また、子どもたちだけでなく保護者や教師にも好意的に受け止められており、学校への出席率
向上もみられているという。栄養改善については定量的なデータはまだ十分ではないものの、現場で
は前向きな変化が感じられているようであった。（次号につづく）（ICU2年、小林泉さん）
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